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　　　　　　　　　　　新大塚公園存続のためのお願い

拝啓

　

　陽春の候を迎え、ますますご清栄にお過しのこととお喜び申し上げます。

日頃は、文京区の教育にご尽力賜り、有り難く、厚くお礼申し上げます。

　さて、突然、お手紙を差し上げる失礼をお許しください。私たちは文京区の茗荷谷駅に近い新大塚公園が統合中学校の建設用地となるため、今にも廃止されるという計画を深く憂慮し、その保存を訴えて「新大塚公園を守る会」を立ち上げたささやかな市民団体です。

　教育委員会は「区立小・中学校の将来ビジョン(素案)の骨子」を決定し、そのなかで統合中学校の建設と表裏一体の形で新大塚公園の廃止に触れておられますが、この都市計画法により作られた公園の廃止という大きな問題について、私たち区民はいまだに責任のある説明を伺っていません。（国土交通省の指針によりますと、都市公園の廃止は土地収用法の適用と同程度の慎重な対応が求められております。）また、新大塚公園の廃止について、区の所管の土木部、都市計画部など各関係部局内で、或いは教育委員会を含む関係部局間で話し合われた記録も残っておりません。統合校を新大塚公園に建設するという案が急に浮上した背景には何があったのか、疑問に思うところです。ちなみに、国土交通省、東京都及び22区に確認した限りでは、文京区を除く22区で都市公園を丸ごと廃止したような例はないということでした。

　もとより区立五中と七中の統廃合に私たちは意見を差し挟むつもりはありません。将来を担う子どもたちの教育については教育委員会をはじめとし、行政も区民も、ともにその最も望ましいありようを追求してゆきたいと願うものであります。殊に、子どもたちの間で不幸な事件が起こる昨今、子どもたちの豊かな情操を育むことは教育の喫緊の課題であり、私たちもその課題解決の一翼を担いたいと考えます。

しかしながら、それは一に学校教育の中だけで解決できる問題ではありません。例えば、

新大塚公園では地域の大人たちの指導によって、子どもたちはサッカーや野球の練習を積み重ね、多くを学んでいます。また、そこで子どもたちが乳幼児から長い年月の間、世代

の違う人々と出会いそして交わり、豊かな自然との触れ合いのなかでのびのびと過ごすことなどによって育まれるものは計り知れません。新大塚公園が果たしてきた役割には誠に大きなものがあります。

また、教育委員の方々におかれましては、公園が廃止されるということの区民の暮らしに与える多大な影響についても深く考慮していただきたいと願います。樹齢数十年もの木々を切り倒し、代替地に新たな公園を作るという方法は、公園を単なる場所や土地としかみなさない考え方からくるものであり、そこで培われた文化と人々の心に刻まれた歴史を軽視するものと言わざるをえません。

　新大塚公園を守るための要望書に、現時点で既に10,000名以上の方々が署名をくださいました。さらに今後も増えてゆくでしょう。これはただ、新大塚公園を守りたいというだけでなく、私たちの暮らしと街が、区民の十分なコンセンサスを得ない事由によって損なわれたくない、という人々の願いが集ったものと思われます。

どうか、教育委員の皆さまには、新大塚公園廃止がもたらす弊害をご考慮いただき、この公園を統合校の用地とする計画は白紙に戻して頂きますよう、お願いする次第です。
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